
下野市らいさま 第14号４

（コミュニティ組織の責務及び支援）
第14条の2　コミュニティ組織は、まちづくりの主体としての役割を認識し、協働のまちづ
くりへの理解及び協力に努めるものとする。条例14条2

つな
がっテルね！

スポーツを通じた地域コミュニティ

学童野球

行事を通じた地域コミュニティ

　　　　　　　　　　　幼いころに野球を教わった少年が大人
になって、今度は自分が野球を教える立場になり…。
　吉田西小学校区で世代を超えて継承されているのが、学童野
球。その功績は素晴らしく、過去には関東大会で３位、全国大会で
準優勝の成績を収めたことも。吉田西小学校の閉校後も存続させ
たいが、練習場所をどうするかなど、課題を抱えているところで
す。（2021年（令和3年）12月現在）

どんど焼き　　　　　　　　　　　　　どんど焼きは今回取材した川井さんの圃場(※)で、吉田
西小学校区の育成会が主体となって行われています。地元の消防団や工務店、地域の
方の協力のもと、近所の人たちもお餅を焼いたり、お茶を飲んだりして楽しみます。
　地域の子どもたちにとって良い経験となるのはもちろんのこと、先生方や年配の
方などたくさんの人が集まり、地域の人が顔を合わせる大切な行事です。残念なこと
に、この２年はコロナ禍で実施できていません。

　※農作物を栽培するための場所。同じ場所で、小学校の農業体験も
　　行われています。

ほじょう

地域の行事はどうなる？
　地域の人に親しまれてきたどんど焼き。どんど焼きは学校単位の育成会が主催していましたが、吉田西小学校の廃校により、これから先同じ
ように続けられるのかはわかりません。子どもたちにとって貴重な経験となるこれらの伝統は、地域の人たちの手によって形を変えて続いて
いく…のでしょうか。

⬆吉田西小学校敷地内に広がる
　「蔵王の森」。卒業生の植えた木
　や畑、ビオトープなどが広がる
　森は、多様な生態系が見られます。

地域の人が子育てに
関わってくれているんだね！

吉田西小学校の壁に飾られた輝かしい成績➡

2018年（平成30年）どんど焼きの様子

発見！


